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太陽　この月の初めには“羊星座”の中央，■■■囲■■團■麗圏闘■■■■■■

　ω星附近にあるが，東進して，1拍に“牛”　　　1940年

　の星座に侵入し，月末にはヒヤデス群の北

邊まで進む・徹が高くなったので，我力：5月の天象
　地球の北川副では，書が著しく長くなり，

　夜は短かい．その反転に，南四球では，漸■■■国圏1四■■■■■■■■■■

　次塞さに向ひ，書は短かく，夜は長い．この月一ぽい，卒均太陽は眞太陽よ

　りも東方にあって，時差は2分乃至3分であり，中旬14日頃には第二極大と

　なって，＋3分45秒に達する．6Hの卑曉が“立夏”で，義民は45。，又，21日

　・午後が“小浦”の季節で，黄経は60。である．2日は所謂“八＋八夜”に：當る．カ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　リントンの太陽炉ri傳期は世界時刻2．86（日本標準時では3日5時39分）から

　　　　　　　　　　　　ロ　第1159期となり，月末の30．08（日本標準時lle時55分）Icは改まって，第1160

　期に入る．諸遊星に航しては，13日に天王星と會合し，又，23日目は水星と

　外合する．

月　本月も，月初めは“有り明け”の月であるが，7日の夜に新月となり，ブラ

　ウンの月立第215期に入る．15日早朝が上弦で，“獅子座”の西端。星附近で

　起る．2（Hの夜は漏1／で，tt蝿座”の西北端β星の北で輝やく，又s　29日午

　前中に“水瓶座”の中央で下弦となる，地球からの距離は，3日8時に最遠と

　なり，19B4時に最近となり，更に月末31日2時に再び最遠となる．遊星に關

　しては，6日の8時に木星と會合し，同日10時には水星と會合，次V・で又，7

　日0時には土壁と，8日5時には天王星と，10日22時には火星と，11日13時に

　は金星と，17日9時・には海王星と會合する．

水星　月の上旬も中旬も“曉げ’の星で，順行してみるが，22日中太陽と外

　合しそれ以後は宥の星となる．しかレ，一燈に観測は不便である．5日14時

　には木星と會合し，6日10時には月と會合・10日18時には土星の北O。　42’とい

　ふ近くを通過，又，18日10時には天王星の南0。2’にまで接近する．又・24日

　18時には近日黙を通過する．

金星　依然として“宥の明星”で，光輝は21日に最大（一一4・2等級）となり・

　この日の蔚後，白書でも肉眼で見ることが出來る．11日には月と會合するの

　も見ものである．

火星　まだ可なりハツキリと日誌後の西天に低く見えてみる．しかし，遠く

　て，鍋底には適しない．10日22時に：は月と會合・

＊星　毎日の日出前の東天に，光りは張いけれど，高度が低いので・まだ観

　測には適しない．6日8時に月と會合する・

土星　朝．Ftl．く，まだ太陽の光りの中にあって，観望は出來ない．6日24時に
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　月と會合，10日18時には水星の南0。42’にある．

天王星　殆んど常に太陽と同方向にあり，13日7時に正しく會合する・本言＆227

　號の星圓参照．

海王星　“乙女座”の包容を逆行中であるが・停留が近づくので・速度は漸弐綾

　する．17日9時に月と會合．観望には二二と望遠鏡が入用である・本誌227號

　の星圖参照．

冥王星　“蟹座”λ星の南を・徐々と順行し始めた・大望遠鏡さへあればまだ見

　える．

五月の星座　日が西に坐すると間もなく・北斗と“独犬”とが殆んど正しく順上

　に位置を占め・其のすぐ南へ・子午線を越えたばかりの“獅子”と・今から

　其れを越えやうとする“乙女”とが・春の室に因む大星座として現はれてる

　る．低い西の室には“小犬”，“双子”・‘‘駅者”等の・冬の三々が波せんとし

　てるるが，其の代りに，東を見ると，大角星に率ゐられた“牧夫”と，“冠，，，

“蛇の頭”など，それから，“ヘルクレス”，“龍”，“蛇遣ひ”一‘天秤”あたり

の星座が現はれてるる・東北の｛廷吠距星“訓ガ”（一名は織女）カ・鵬

　に輝いてみる．全長百幾度に及｝：’tヒドラ”と，其の北内に“セキスタント”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

“コプ”，“烏”等の小さい微光の星座を學ぶのも今が最も好い．一南方の土

地に佳む人々は，この春の夕べに，“センタウル”や，“十高架”等の星座を，

飽きるほど眺めることが出來る．

　春の天は淋しいと人は言ふけれど，それでも廣い天室を，隅から隅まで艘

　し求めると，“レグルス”星（獅子のア），“スピカ”星（乙女のア），“ア1クト

ウル”星（牧夫のア）の三つのほかre，｝也手に近く・西に“プ・シオン”星（・」、

犬のア）と“ポルクス”星（双子のべ），西北に“カペラ”星（駅者のア），東

北に“ゴ1ガ”星（琴のア），東’々南に“アンタ1レス”星（蜴のア）などジすべ

て8ケの一等星が見え，i塞鷹以南の土地では，なほ其の外に，センタゥル唾

の“ア”と“べ”や，南十字架の“ア”なども見え，やはり公午に吾々は一等曇至

数の宇ぱを古しむことが出來る．

　望遠鏡（なるべくは反射鏡）を有ってみる人々には，薇犬座のM51の如き

典型的な渦状の大星霧や，蟹座のプレセペ，センタウル座のオメガの如き扇

島しい星團，其の他，髪座や乙女座あたりには無歎の星霧が見られるし，

叉，二重星としては，猟犬座のア星，獅子座のア星とが星，乙女座のガ呈み

テ星，牧夫座の巨星・エプ星，クシ星・ヘルクレス座のア星霜が美しく，又

愛らしい．

　支那の星座については，二二に水野氏の“天龍”の星宿のことが載ってみる

し，そこには美しい星圖もあるので，今月だけは省略する．
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五月の天艦暦表
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七曜正午月齢　干支

フk　　　　23．3　　　　tv㌧《

木　　24．3　　乙巳

金　　25．3　　丙午

土　　26。3　丁未

臼　　27．3　戊申

月28．3己酉
火　　29．3　　証言

水　　O．6　辛毛

木　　　L6　壬子

金　　2．6　）愛湿

土　　3．6　甲寅

　天界現象G1材
興亜奉公日

八十．八夜

月が地球から最遠（8時）

乙女R星が極大
フ1く星と吐く星．と會・合（14ft寺）

時三） ユll踊日

2429751．0

　　752．0

　　753．0

　　75斗．0

　　755．0

「“立夏”木星と月と會合（8時）
／水星と月と會合（10時）

新月（21時07分）　土星と月と會・合（0時…）

1天王星と月と會合（5時）
1第三ネウイミン彗星が近日黒樋過

1フk星と土星と會合（18時，フk星力§42’北）

1日置と月と腐合（22時）狐R星が極大
金星と月と血合（13時）
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蜴RZ星が極大 762．0

月　　5．6

火　　6．6　丁胆

水　　7．6　戊午

木　　8．6　　己未

金　　9．6　　庚申

土　　10．6　辛酉

19　　日　　11．6　壬戊

20月12．6三三
21火13．6甲子
22　　フk　　14．6　　乙丑

23木15．6丙寅
24　　金　　16，6　　丁卯
25　　　土　　　　17．6　　　戊丘ミ
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天王星が解合（7時）　　　　　　　　　　763・0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　764．0

上弦（5時5！分）フk瓶W星が極大　　765・0

　白鳥Z星が極大　　　　　　　　　　　　766．0

海王星と月と會合（9時）　　　　　　　767・0

フk星と天3こ星：と會・合・（10時，フ｝（星が2’南）　768・0

月が地球へ最近（4fi’＄）　　　　　　　　769・0

白鳥W星が極大　　　　　　　770，0
1・・小満”　　浦月（22時33分）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　771．0
1金星が極大光輝（1時）蟹R星が極大

水星が外合（5時）　　　　　　772・0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　773．0

フ嬉．が近日蝋18時）牛R星力§極大　774・O

　　　　　　　　　　　　　　　　　　l7些

　　　　　　　　　　　　　　　　　　776．0

言柾回虫二念El　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　777．0

天秤S星と牧夫R星と射手Z星が極大　7780

騒雌識ノ」熊U星が鰍　7790
　　　　　　　　　　　　　　　　　　780D
月が地球から最遠（2時）　　　　　　　781・0


